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資料３ 支援計画サンプル 

支援計画（ルビなし版） 

 

 ○○ ○○  様 

１ 導入訓練の結果 

 

（１） 技能訓練 

 

① 内容 

パソコンの使い方、数字のチェック、はかりの使い方、プラグ・タップの組立、ナプキ

ンの折り方などを行いました。コース体験では、商品陳列、袋づめ、パック、ピッキング、

運搬、ラベル作り、封入、調理、喫茶サービスなどの作業を行いました。 

 

② できるようになったこと 

各作業ともくりかえし練習したので、少しずつできるようになってきました。特にパッ

ク作業では、良い仕上がりとなりました。ピッキング作業も最初に比べると少しずつミス

が減ってきました。 

 

③ 取り組みの様子 

それぞれの作業ともやや時間がかかりましたが、一生懸命取り組めていました。ただ喫

茶サービスについては、恥ずかしさから応対するときの声が少し小さいようでした。また、

立ち作業が続くと１日の終わりには疲れた様子が見られました。 

 

（２） 職業生活支援 

 

① 内容 

漢字の読み書きや、計算、仕事に対する興味や自信などについての検査を行いました。 

 

② わかったこと 

よく使う漢字の読み書きや１けたの計算は正しくできていました。仕事については手先

を使う仕事や品物を扱う仕事に興味や自信があるようです。 

 

（３） 就職相談 

 

働かれた経験はありませんが、スーパーのバックヤードでの仕事を希望されています。自

宅から通勤できる○○市内が第一希望とのことですが、もしなければ○○市内まで広げて考

えましょう。 
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２ 訓練の計画 

 

（１） 技能訓練 

 

① 訓練系・科・コース ○○○○科 ○○○○○○コース 

② 訓練期間 １年間（平成○○年○月○日～平成○○年○月○日） 

③ 訓練目標 

・パック、袋づめ、計量（重さをはかること）などのバックヤード作業ができるようにな

ること 

・商品陳列や補充（店の商品をきれいに揃えたり、新しい商品を追加すること）、店内での

基本的な接客（お客様の応対をすること）ができるようになること 

・確認をしっかりしてから次の作業ができるようになること 

・それぞれの作業の正確さとスピードを上げること 

・仕事をするために必要な体力（１日８時間立ち作業ができる体力）をつけること 

 

（２） 職業生活支援 

 

① 内容 

 社会で生活するときに必要な知識やマナーについての訓練と就職の準備、就職活動のお

手伝いを行います。 

 

② 目標 

・あいさつや報告がハキハキと言えるようになること 

・わからないときには自分から積極的に質問ができるようになること 

・作業以外でも素早く行動ができるようになること 

 

（３） 就職活動 

 

これからコースに分かれて本格的な訓練が始まります。早めに就職の準備を行い、職場見

学や職場実習、就職面接会などにも積極的に取り組んでください。 

ハローワークから求人情報の連絡があれば、すぐに相談していきましょう。また、仕事内

容や働くための条件などを整理していきましょう。 

 

担当者 

技能訓練 ○○○○ 職業生活支援 ○○○○ 就職活動 ○○○○ 

 

この支援計画内容に同意します。 

平成  年  月  日         お名前              ㊞ 
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